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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域資源の活用と豊かさをキーワードに、地域の将来社会ビジョンをス
テークホルダーが協働で読み解き、実現に向けて求められる取組、事業などを立案するための方法論を検討し、
ワークショッププログラムの提案を行った。滋賀県高島市朽木地域の住民福祉活動計画の策定と、滋賀県高島市
の市民協働事業を対象に、市民参加ワークショップを実施し、地域の将来社会像とその実現に向けた課題を、ネ
ットワークグラフの形で整理したモデルの作成を行った。また、これらを検討することで、地域の将来社会像の
実現に向けて求められる、市民活動や行政事業などを立案した。

研究成果の概要（英文）：In this study, with the keywords of utilization of local resources and 
affluence, we examined the methodology for stakeholders to collaboratively read and understand the 
future social vision of the region and examine the initiatives and projects required for its 
realization and proposed a workshop program. We conducted a citizen-participation workshop on the 
formulation of the residents' welfare activity plan for the Kutsuki area of Takashima City, Shiga 
Prefecture, and on civic collaboration projects in Takashima City, Shiga Prefecture, to create a 
model that organizes the future social vision of the region and the issues to be addressed to 
realize it in the form of a network graph. In addition, by examining these models, we planned the 
civic activities and administrative projects that are required to realize the future social image of
 the region.

研究分野： 環境政策

キーワード： 将来社会ビジョン　まちづくり　市民参加　社会実装　環境政策　持続可能社会　ソーシャルネットワ
ーク　社会シナリオ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域社会の持続可能性を高めるために、住民参加ワークショップにより将来社会像の作成が各地で行われている
が、一過性のものとなりやすく、まちづくり活動に反映されるまでには至らないことが課題であった。本研究で
は、地域の将来社会像を構成する要素と、地域が抱える課題構造を併せたネットワークモデルを作成すること
で、これを地域住民に幅広く公開することが可能となり、モデルの修正および改変に関するコメントを広く継続
的に住民から受け付けることができた。また、ワークショップにおいてネットワークモデルを作成することで、
アウトプットとしての成果を明確化することができ、有効性についての事後検証が可能と期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
現在、持続可能社会の実現に向け低炭素社会の実現が求められており、国レベルでは平成 19

年に公表された「2050 年低炭素社会シナリオ」にて 2050 年に CO270％削減（1990 年比）が、
滋賀県では平成 20 年度に策定された「持続可能な滋賀社会ビジョン」で 2030 年に温室効果ガ
ス排出量の 50％削減（1990 年比）が、市レベルでは滋賀県高島市の「高島市省エネルギービジ
ョン」にて同様の目標値が掲げられている。 
しかし、地域将来社会ビジョンが策定されている地域においても、持続可能な地域社会の実現

に向けて、市民の暮らしレベルで行動変容が起きているという具体的事例は報告されて無い。先
行すると考えられる学術研究においても、将来社会ビジョンを生活者の行動レベルにまで落と
し込むプロセスに着目した研究は少なく、市民が作成された将来社会ビジョンの持つ役割や機
能、価値について認識を深め、具体的な行動変容を起こすための方法論は提示されていない。 
このようなことから研究代表者らは、滋賀県内の市町において，将来社会ビジョンの実現に向

けた方策を検討する住民参加ワークショップを行っている。これらワークショップを通じて、
人々の生活により密着した集落単位では、少子高齢化や人口減少など共通の現象に直面してい
るものの、耕作放棄地、林業低迷、モビリティの欠如など、それぞれの集落や住民が認識してい
る課題は異なることを見出した。このことから、将来社会ビジョンの具現化のためには、これら
地域特性に合わせて、豊かさ向上の視点から地域社会ビジョンを読み解く必要があると考える
に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、住民が自分たちの暮らす地域社会はどのようなものであるのかについて理

解し、将来社会ビジョンを豊かさと地域資源の活用を視点に地域社会ステークホルダーと共同
で読み解き、実現するための方策をデザインするための方法論を提案することである。 
本研究では、人々の暮らしのあり方を具体的な地域で検討できる単位として、市域を主な調査

対象とし、以下のことを実施する。 
 

1) 地域社会の課題と豊かさの認識構造の把握 
2) 地域資源・課題ネットワークモデルの作成と地域将来社会ビジョンの読み解き 
3) 将来社会ビジョンの実現に向けた道筋の検討のためのワークショッププログラムのデザイン 

 
以上の調査研究により、地域将来社会ビジョンを地域資源・課題ネットワークモデルを用いて、

豊かさの視点から読み解き、その実現に向けた道筋を検討するためのワークショッププログラ
ムを作成する。 
 
３． 研究の方法 
本研究の基本的な流れは下のとおりである。 
 

１）アンケートとインタビュー調査により、地域資源と地域の豊かさ、課題との関連性について
把握する。まずアンケート調査では、滋賀県高島市内の全自治会を対象に、どのような地域資源
や課題を持っているのかについて把握する。具体的な地域資源と豊かさ、課題の関係性について
は、高島市内にてまちづくり活動を行っているステークホルダーを対象にインタビュー調査を
実施し、把握する。 
２）これら成果を基に、住民参加ワークショップを通じて、地域資源と地域課題、豊かさの関係
性を構造的に整理し、地域資源・課題ネットワークモデルを作成する。 
３）これら、ネットワークモデルを用いて将来社会ビジョンを読み解くためのワークショップを
実施し、望む将来社会に向かい必要な道筋や具体的な取り組みについて具現化を行う。 
 
２）と３）は、高島市市民協働課の事業である第 2 期高島市まちづくり推進会議（平成 29 年

度から平成 30 年度）および高島市社会福祉協議会の事業である朽木住民福祉活動計画策定会議
（令和元年度）に、本研究参加者がコーディネイターとして加わり、ワークショップデザインと
ファシリテーターを務めつつ、参与観察を行う。 
 
４．研究成果 
１）地域資源と課題、豊かさの関係構造の把握 
高島市内の全自治会へのアンケート調査の結果、主に地域課題の側面から自治会を 5 つのク

ラスターに分類することができた。クラスター1 は、耕作放棄地や空き家の増加などの問題を抱
える一方、区・自治会への転入者不足については高島市全域と比較すると良好な傾向にある。ク
ラスター2 は、人口が多いが、空き家や単身の高齢者が増加傾向にあり、自治会活動の担い手が
不足しているが、耕作地や森林の管理は他の地域と比較すると良好な傾向にある。クラスター3



は、高島市の平均的な自治会と比較すると高齢化が進み人口も少なく、耕作放棄地や空き家が増
加し、森林管理が進まず荒廃しつつあり、雪かきなどでの人手不足が課題である。クラスター4
は、空き家や単身の高齢者について深刻な状況にはなく、耕作地や里山の管理なども比較的良好
な傾向にある。クラスター５は、高島市の平均的な自治会と比較すると高齢化が進み、人口が少
なく、里山の管理が進まず荒廃しつつあり、転入者が少ないなどが課題である。 
以上の結果より、地域資源として耕作地や里山、家屋（空き家）などを抱える自治会において

は、その管理が必要であるが、高齢化や人口減少などが進行している地域では、管理が進まずに
荒廃することが課題となることが分かった。また、自治会によって高齢化率や単身の高齢者の増
加割合、人口減少などはばらつきがあるが、これらのばらつきが生じる原因については明らかに
することができなかった。今後は、これら高齢化や人口減少が発生する自治会別の原因について
特定することが研究課題である。 
また、高島市内でまちづくり活動を行っている主体にインタビュー調査を行い、地域資源と地

域の豊かさ、課題認識の関係性を分析した結果は、環境科学会誌にて（木村 他：2021）詳細に
報告を行っており、以下に要約を示す。 
インタビュー調査は、2017 年 9 月から 11 月にかけて 36 主体を対象に実施した。インタビュ

ー議事録をテキスト形式に変換し、計量テキスト分析を行った。結果、図 1 に示すように、地域
資源と考えられる「農業」、「森林林業」、「水産業」、「水資源」などのカテゴリーは、一部の関連
した主体のみが言及しており、関心に偏りが見られた。また、「文化・歴史を感じる暮らし」に
は、半数以上の主体が言及しており、暮らしに関連して感じることのできる地域資源についての
関心が高いものと考えられた。 
一方で、「少子高齢化人口減少」と「まちづくり・地域コミュニティ」に多くの主体が関心を

寄せている。これらは、議事録より、少子高齢化や人口減少が地域資源管理の進まない状況を生
み出し、このような状況下でのまちづくりやコミュニティ形成についての課題に関する内容で
あった。このようなことから、少子高齢化人口減少が地域コミュニティにおける豊かさに影響を
与える主要課題であることが分かった。 
 

図 1 カテゴリー別まちづくり主体の関心クロス集計バブルプロット 
 
参考文献 
木村道徳, 岩見麻子, 河瀬玲奈, 金再奎, 馬場健司（2021）地域社会まちづくりステークホルダ
ーにおける気候変動適応と地域課題の関係構造の把握—滋賀県高島市の事例—，環境科学会誌，
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２）住民参加ワークショップによる地域資源・課題ネットワークモデルの作成 
１）において明らかにしたように、地域課題と地域資源は、それぞれが独立して存在するもの

ではなく、関連したネットワーク構造を持ち、地域社会の豊かさに影響を与えると考えられる。
また、地域課題を克服し、豊かな地域の将来社会像を考える上では、これらの課題認識について、
地域住民が共有する必要がある。このようなことから、滋賀県高島市朽木地域を対象に、住民参
加ワークショップにおいて、地域資源・課題ネットワークモデルの作成を行った。ワークショッ



プは、2019 年度に高島市社会福祉協議会の事業の一環として、朽木住民福祉協議会が主体とな
り、身近な地域の福祉について共に考え、できることから取り組んでいくための住民主体の活動
計画である、朽木住民福祉活動計画（第３次）を策定するプログラムの一環として実施した。 
地域資源・課題ネットワークモデルを作成においては、まず地域の現状について、市の人口統

計や将来人口予測データなどの確認を行った。次に参加者から、地域にはどのような資源や課題
があり、またこれらを対象とした住民活動が過去 10 年を目安にどのようなことが行われてきた
のかについて、洗い出しを行った。これら洗い出した要素について、要素間のつながりを検討し、
図 2 に示すようにネットワークの形で整理したものが、地域資源・課題ネットワークモデルで
ある。 
 

 
図 2 朽木地域資源・課題ネットワークモデル 

 
地域資源・課題ネットワークモデルを作成するワークショップを通じて、朽木地域においては、

少子高齢化と人口減少を起点として多くの地域課題が発生していることを確認した。また、生活
の豊かさの面との関連性について議論を行い、「移動」と「生活支援」、「自然資源管理」、「防災」、
「情報共有」が朽木地域の重要課題であるとして抽出した。 

 
参考文献 
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３）地域の将来社会ビジョンの読み解きによる実現に向けた道筋の検討 
最後に、上記１）と２）を統合し、地域の将来社会ビジョンを作成し、これらビジョンを実現

するために必要な道筋について検討するためのワークショッププログラムのデザインを行った。
また、作成したワークショッププログラムは、高島市の事業の一環である、第 2 期高島市まちづ
くり推進会議において実践し、有効性の検討を行った。 
第 2 期高島市まちづくり推進会議は、2017 年度から 2018 年度の 2 年間のプログラムとして

実施した。まず 1 年目において、高島市の現状について確認し、目指す豊かな将来社会ビジョン
の作成を行った。また、作成した将来社会ビジョンを達成するために求められる、地域資源や解
決すべき地域課題について整理を行い、図 3 のように地域資源・課題ネットワークモデルを作
成した。2 年目は、これら地域資源・課題ネットワークの読み解きから、地域における重要分野
として、「地域資源を活かす・守る・再生する」、「多様な働き方ができる」、「地域で支え合うコ
ミュニティづくり」、「地域で育ち・学び・働く」、「高島市の伝統文化を継承する」を選定し、各
分野別に必要な取り組みや事業についての検討を行った。 
検討結果は、第 2 期高島市まちづくり推進会議報告書（高島市市民協働課：2019）に詳細を

まとめている。一例として、「地域で支え合うコミュニティづくり」では、現在の子育て世代を
支えることが、結果的に、将来、地域を支える存在を育てることにつながるという考えに基づき、
そのような地域住民同士の支え合いの仕組みの検討を行った。本テーマでは、アンケート調査に
より、子育て世代の地域コミュニティに対する意識を把握し、子育て世代は子供の成長のために、
地域コミュニティとつながることが重要であると考えているものの、地域社会が提供している
子育て支援策の利用が少ないことを明らかにした。また、地域の子育て支援策を利用してもらう



ために、様々な機会や媒体を通じて情報発信が必要との提案を行った。 
 

 
図 3 高島市民が望む将来社会像のストーリーライン共起ネットワーク 

 
以上のように、第 2 期高島市まちづくり推進会議の 2 年間のワークショッププログラムを通

じて、地域の将来社会ビジョンとそれを読み解くための地域資源・課題ネットワークの作成、ビ
ジョンの実現に向けた道筋の検討を通じ、具体的な行政および市民に向けた具体的な提言をま
とめることができた。 
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